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総合内科

総合内科 八幡 晋輔

内科専門医・総合診療専門医プログラム専攻医募集！！

どんなセッティングでも活躍できる内科医・総合診療医を育成します！

「はり姫」 総合内科研修の特長

 幅広い領域の症例が経験できる

 総合内科と専門内科のW指導医体制

 チーム制でオンもオフも充実

 手厚い病歴要約・ポートフォリオ指導

 学会発表、論文作成を積極的に推進

 専門領域を決めかねている人も大歓迎
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循環器内科

当科の日々の活動はこちらから https://blog.goo.ne.jp/himejicvc
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循環器内科

姫循からの41年で
PCIは計20,000件超
近畿2位の緊急PCI数
急性心筋梗塞患者の

搬送は年間200例

国内トップ10の
心不全症例数

急性期から心リハ、
緩和ケアまでカバー

アブレーション専用
カテ室を新規で確保
他院からのデバイス
抜去依頼にも対応

地域のニーズに
応えるため

99床＋αの入院患者を
29名の医師が

2名当直体制で診療

神戸大学
連携大学院

循環器高度医療
探索学部門

が設置

TAVIWatchman
MitraClipPFO塞栓術

地域で当科だけが
できる治療が多数

専攻医が続々Case 
reportをPublish、

臨床研究や学会発表
をサポート

当科の日々の活動はこちらから https://blog.goo.ne.jp/himejicvc

複数のglobalな
治験に参加、

世界の最新情報に
アクセスが可能
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循環器内科

当科の日々の活動はこちらから https://blog.goo.ne.jp/himejicvc

研修施設
日本循環器学会認定研修施設
日本循環器学会循環器専門医研修施設
日本超音波医学会 超音波専門医研修施設
日本心臓リハビリテーション認定研修施設
日本心血管インターベンション治療学会研修施設
ペースメーカ移植術認定施設
埋込型除細動器移植術認定施設
両心室ペースメーカ移植術認定施設
両心室ペーシング機能付き埋込型除細動器移植術認定施設
経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）認定施設
経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設
経カテーテル的大動脈弁置換術専門施設
MitraClip実施施設
WATCHMAN/左心耳閉鎖システム実施認定施設
PFO閉鎖術実施施設
IMPELLA補助循環用ポンプカテーテル実施施設
植込み型VAD管理施設
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脳神経内科

「はり姫」脳神経内科研修の特長

〇脳神経内科指導医5人で手厚く指導します
〇豊富な疾患・症例数を経験できます
〇脳外科とのチームワークが抜群です
〇学会発表や論文作成を積極的に行います
〇研修後の相談も可能です
〇専門領域未定の方も大歓迎です

脳神経内科 上原敏志

脳神経内科医希望の方を募集中！

脳神経内科は診断・治療が劇的に進歩している魅力ある領域です。
・「治らない」から「治る」脳神経内科へ
・「とっつきにくい」から「とっつきやすい」脳神経内科へ

認定施設

日本神経学会教育施設

日本脳卒中学会認定研修教育施設

脳卒中も脳卒中以外の脳神経内科疾患もた
くさん経験できます。
脳神経内科指導医はみんな優しいです
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糖尿病・内分泌内科

糖尿病（大切なCommon diseaseで、対象患者は多数）

内分泌疾患（比較的Rareな領域で、知識経験は貴重）

両方の面白さを味わえます！

・糖尿病や内分泌の専門医・指導医が複数名常在し、丁寧な診療
を心がけています。

・糖尿病と内分泌の専門医を目指せます！
・インスリンポンプや血糖モニターなど、体験できます。
・見過ごされがちな隠れた内分泌疾患を診断し、奥深さを体験し、

治療につなげる。内科領域の面白さが凝縮です!!
・学会発表、論文作成も応援します。

「はり姫」糖尿病・内分泌内科の特徴

＜当院の目玉＞

人工膵臓を用い
た周術期血糖管理
もやってます！

認定施設

日本糖尿病学会教育施設I

日本内分泌学会教育施設
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消化器内科

高度な急性期病院で

消化器内視鏡を中心とした研修をしよう！

「はり姫」消化器内科研修の特長

 豊富な症例数
 入院・外来患者に対する丁寧な指導体制
 外科を含めた院内他科との密接な関係
 各領域expertによる、丁寧な内視鏡や超音波手技指導
 初期研修医、専攻医を対象とした、

VR (Virtual reality)型シミュレーターを用いた高度な技術習得
 学会発表、論文作成、研究へ積極的に参加
 大学院への進学、留学も見据えた人材育成

認定施設
日本消化器病学会認定施設
日本消化器内視鏡学会指導施設
日本肝臓学会認定施設
日本膵臓学会認定施設
日本炎症性腸疾患学会 指導施設

消化器内科 佐貫 毅
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腎臓内科

「はり姫」腎臓内科研修の特長

〇腎臓と透析の両方が学べる。
〇腎炎・ネフローゼ症候群症例が多く、

腎生検ができるようになる。
〇PTA・内シャント症例が多く、

手術手技が身につく。
〇ＣＨＤＦや吸着療法なども常時施行。
〇腎臓・透析学会の指導医がいる教育施設

で専門医を取りやすい。

・腎生検

腎炎・ネフローゼ
症候群の病理診断。
出来上がった標本
の顕微鏡像を大型
モニターに映し、
皆で診断・検討し、
治療に役立ててい
ます。

腎臓内科医希望の方を募集中！

腎疾患から透析まで 幅広く学べます

腎臓内科 中西昌平

認定施設
日本腎臓学会教育施設
日本透析医学会認定施設



“肺”はひとつの臓器ですが、肺炎や結核などの感染症、肺がんなどの腫瘍性疾患、喘息などのアレルギー性疾患、特発性や膠原病に伴う間質性
肺炎などの びまん性肺疾患、COPDなどの閉塞性肺疾患、睡眠時無呼吸症候群 等々、多種多様な疾患があり、とても学びがいのある、興味深い
臓器です。

…にもかかわらず、“呼吸器内科医”は全国的に非常に少なく、どの病院でも重宝されています。
（2019年の専門医数：6657名 (参考)消化器病専門医数：21608名、循環器専門医数：14944名）
内科医として、自分の将来の価値を高めるために、選択して間違いがない分野です。

「はり姫」呼吸器内科研修の特長
〇日本呼吸器学会の特別連携施設
〇日本呼吸器内視鏡学会の認定施設

-これらの学会の専門医、指導医を取るための症例、実績を積むことができる

〇呼吸器専門医2人での指導
〇気管支鏡、局所麻酔下胸腔鏡、胸腔ドレナージ処置の経験を沢山積むことができる
〇気管支鏡の最新鋭のデバイスが豊富

-超音波内視鏡、ナビゲーションシステム、クライオバイオプシー(兵庫県で5施設目
の導入、兵庫県立病院では初)など

〇呼吸器外科、病理診断科との合同カンファレンスに参加し、患者さんの治療方針をき
める時にどのようなことを考えて判断していくかの知識を得ることができる

〇“息切れ外来”のカンファレンスに参加することで、息切れに対する理解が深まる
〇積極的な学会発表、スライド作成の指導
〇進路に関する相談はいつでもwelcomeです

「呼吸器内科」に興味がある方、一緒に仕事をしてみませんか？

呼吸器内科 吉村 将（しょう）



血液・リンパ液は全身を巡り、どこにでも病巣を作ります。

また、化学療法による臓器障害、体液・電解質異常、感染

症が多く起こるため、診察の仕方、検査の解釈、鑑別疾患

の挙げ方、FNを始めとした合併症への対処法など、診療科

を問わず幅広く全身を診る力をトレーニングできます。

血液内科 ≠ 血液疾患を診る診療科

老若男女を問わず、いつ、どんなに健康だった方でも突然

生命に関わる疾患が起こる診療科ですが、血液疾患を診ら

れるのは血液内科医だけです。一緒に血液疾患を診療して、

治癒した時の喜びを患者さんと共有してもらいたいです。

血液内科 = やりがいのある診療科

豊富な症例数で、良性・悪性疾患を幅広く診療できます。

また、骨髄検査、CVカテーテル留置、腰椎穿刺などの手技

も豊富です。J-OSLERや専門医取得、学会発表、論文執筆

などの学術面のサポートはもちろん、血液内科医って実際

どうなの？プライベートの両立は？育児や出産との両立

は？といったキャリアプランの相談もドシドシ受け付けま

す。

はり姫の血液内科の研修の特徴

腫瘍・血液内科 ～Department of Oncology and Hematology～

悪性腫瘍の患者さんは日々増加し、日本にはおいては2人

に1人ががんに罹患するといわれています。殺細胞性抗が

ん薬のみでなく、分子標的治療薬、免疫チェックポイント

阻害薬など薬物療法も進化し、治療法の選択や副作用のコ

ントロールも複雑となってきており、悪性腫瘍を臓器横断

的に診療する専門科として腫瘍内科が誕生しました。

複数臓器に対する総合内科的な観点やオンコロジーエマー

ジェンシーなどの救急対応など、広く全身を見る力が身に

つきます。がん診療のコーディネーターとして、がん薬物

療法のチーム作りの担い手として、がん患者さんを支える

スタッフの中心として活躍ができます。

腫瘍内科 = がんを診る総合診療科

姫路で腫瘍内科が独立して存在するのははり姫が初めてで、

がん薬物療法専門医・指導医が3人在籍しているのも姫路

で最多です。

総合病院での腫瘍内科では、複数のがん腫を担当し、幅広

く最新の知識を有することが求められ、症例豊富なはり姫

は最適です。

はり姫の腫瘍内科の研修の特徴

認定施設
日本臨床腫瘍学会
認定研修施設
（連携施設）
日本血液学会
研修教育施設
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膠原病リウマチ内科

「はり姫」膠原病リウマチ内科研修の特長

〇リウマチ指導医2人で手厚く指導
〇学会発表を積極的に
〇豊富な症例数で経験up
〇研修後の相談も可

→大学院へ進学、連携の市中病院
〇専門領域未定の方も歓迎。

・関節エコー
関節リウマチや類縁疾患の
早期診断、治療効果判定。

リウマチ性疾患診療に必須！

自験例：左2MCP関節

手技は簡単なので、
当科研修中に習得しよう！

膠原病リウマチ内科 山本譲

膠原病リウマチ内科医希望の方を募集中！

リウマチ専門医は少ない→どこでも重宝されます。
膠原病リウマチ内科は複数の臓器病変を横断的に診療できる。

認定施設
日本リウマチ学会教育施設
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感染症内科

・感染症内科がサブスペシャリティとして独立している病院は珍し
いと思います。

・具体的な仕事内容としては、主に院内/外来での発熱コンサルタン
トとして機能しています。

・主治医として外来/入院で受け持つ症例はHIV、結核、性感染症、
不明熱の患者さんが殆どです。

・そのほか、ワクチン接種を含めた渡航前相談、渡航後の体調不良に
も対応しています。

・海外からの患者にも対応するため、英語での診療も可能です。

①「はり姫」では感染症専門医1名と、感染症内科医師1名(2022年に専門医取得
予定)の計2名で診療しています。

②エビデンスに基づいた診療を重視しており、基本的な論文の読み方から学会
発表、論文作成までフォロー可能です。

③入院患者の発熱は、どのサブスペシャリティを選択しても避けられないもので
あり、短期間の研修でも自身の発熱診療のレベルを向上させられます。
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緩和ケア内科

「はり姫」緩和ケア内科研修の特長

〇緩和医療専門医が指導します
〇学会発表や論文作成を支援します
〇豊富な症例数で経験値もup
〇研修後の進路相談も可

→大学院への進学、病院、診療所での
勤務も可能
〇専門領域未定の方も大歓迎です

専門的緩和ケアを学びたい方 を待ってます！

緩和医療専門医は全国的にも少ない（全国で361名）

→専門医のニーズは多様で、活躍できる場は多彩です。

緩和医療専門医
坂下 明大


